
 
 
 

   
 
 
宮田小学校の建替えについては、学校運営協議会の専門部会である新校舎推進会議で検討を行っていま

す。先般、第 10 回新校舎推進が開催され、設計着手の時期の協議等を行いましたので、会議の概要につい

て、保護者の皆様にお知らせいたします。 

 
１ 日  時  令和５年１０月１８日（水） １５時００分～１６時００分 

２ 会  場  市川市立宮田小学校 

３ 内  容  協議 ⑴設計着手の時期について 

           ⑵基本構想・基本計画の改訂について 

           ⑶用地拡幅の検討について 

報告 ⑴保護者、地域の皆様への情報提供について 

 

 

協議 

⑴ 設計着手の時期について 

●教育委員会からの説明 

 宮田小学校の建替えについて、前回の新校舎推進会議では、令和 8 年度に設計に着手する計画である

旨の説明がありました。しかし、入口用地の拡幅や大洲小の工事への対応が可能となったことを踏まえ、

令和 6 年度から設計に着手ができるように、準備を進めていきたいとの説明がありました。 

見直し後の建替えスケジュールは以下のとおりです。 

 

 

 

 

  

⑵ 基本構想・基本計画の改訂について 

  ①計画敷地の変更について 

●教育委員会からの説明 

     従来の建替え後の配置計画では、飛び地に図工室や生活科室といった一部特別教室や、放課後保

育クラブ、放課後子ども教室、地域ふれあい館を整備する計画でした。 

しかし、飛び地は、校舎が分かれることによる移動の負担や教職員による児童の管理面などに課

題があります。また、過去に保護者の意識調査などで、飛び地側は前面の道路が狭く、災害時の円

滑な避難活動や、消防活動に懸念があるとのご意見がありました。このため、飛び地に計画してい

た施設を、本校舎の敷地に含めて建替えたいと考えていると説明がありました。 

なお、飛び地の機能を本校舎側に含めた場合でも、運動場の広さは、従来の計画のとおり維持で

きるとのことでした。 

     また、災害避難時の誘導のため、正門南側の敷地の拡幅を検討していることや、拡幅できた場合

は、サブグラウンド等に整備することを考えていると説明がありました。 

 

②ビオトープについて 

●教育委員会からの説明 

   ビオトープについては、過去の保護者の意識調査において、安全性や衛生面、維持管理について、

懸念があることのご意見があり、設置内容を見直す方向で考えたいとの説明がありました。 

宮田小学校 新校舎推進会議だより 
宮田小学校 新校舎推進会議 

令和５年１１月 

家庭数 

R6 R7 R8 R9 R10 R11

宮⽥⼩建替え 設計 建設⼯事 供⽤開始



 
 
 

⼟地交換を検討 

⑶ 用地拡幅の検討について 

  ①用地拡幅の範囲と用地取得方法について 

   ●教育委員会からの説明  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

報告 

⑴保護者、地域の皆様への情報提供について 

  今回の会議の内容や、現在の状況について、今後、保護者や地域住民の皆様にもお知らせする予定で

あるとの説明がありました。 

 ＜次回の新校舎推進会議の開催予定＞ 

  日程：令和６年３月２１日（木）  場所：宮田小学校 

■宮田小学校建替えに関する現在の状況についての説明会のお知らせ（教育委員会主催） 

スケジュールや基本構想・基本計画の概要など、現在の状況をまとめた、地域説明会を開催します。 

日 時：令和 5 年１２月１９日（火）１８時から  

場 所：宮田小学校 （１Ｆ 多目的教室） 

定員４０名(会場の都合により抽選とさせて頂く場合がありますのでご了承ください。) 

応 募：右のＱＲコードから WEB にてご応募ください。※締切：１２月１３日（水）→ → → 

（FAX もしくは郵送等をご希望の方は、以下にご記入頂き、事務局までお送りください。） 

① お名前         ②ご住所                       

③ ご連絡先(℡番号またはﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ)                         

なお、説明会終了後、説明に使用する動画を YouTube で配信します。 → → → 

【お問い合わせ先(事務局)】 

市川市教育委員会 学校教育部 学校環境調整課 〒272-8501 市川市南八幡２－２０－２ 

Tel：047-702-5355／Fax：047-383-9203  Mail:gakkokankyo-tyosei@city.Ichikawa.lg.jp 

●委員の主な意見 

・地域等の声を反映し、建替えスケジュールを前倒し頂き感謝します。 

・別館を残さず、入口用地を拡幅することができれば最善であると思うが、避難誘導等に必要な分を用

地拡幅し、飛び地を使用することも考えられる。 

・飛び地を残して欲しいとは思わないが、入口用地を設計に組み込めるような柔軟な計画とすることを

希望する。 

・飛び地を工事中の運動場にすることも考えられる。 

・ビオトープは、生物観察など学習の中で大きな意味を持つと思う。この数年で、学校敷地に「宮田っ

子ひろば」を先生達が整備し、愛着のある児童もいると思うため希望としては残して欲しい。 

・用地拡幅の可否によっては、配置案を見直すことも考えられるため、用地拡幅の可能性を早く見極め

て欲しい。 

応募⽤ 

YouTube チャンネル 

飛び地との土地交換で、図の箇所の取得を

検討しており、会議後に、地権者に意向を確認

するとの説明がありました。 

 


